
『賃
金
・労
働
条
件
の
改
善
と
安
全
・安
心
・快
適
な

輸
送
の
実
現
を
訴
え
る
』

東
洋
交
通
労
働
組
合
は
全
自
交
東
京
地
連
の
一
員
と
し
て
、
全
自
交
東
京

地
連
が
主
催
し
た
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
の
宣
伝
行
動
（「
ビ
ラ
」
「ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
」の
配
布
）を
、
９
月
１
１
日
（木
）担
当
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
新
宿

駅
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
の
中
、
組
合
員
６
名
、
執
行
役
員
７
名
の
合
計
１
３
名
で
、
タ

ク
シ
ー
の
利
用
者
・通
行
人
・乗
務
員
へ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
と
、
利
用
者
へ

の
誘
導
・ド
ア
サ
ー
ビ
ス
と
、
乗
り
場
・待
機
場
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

９
時
に
、
菊
池
執
行
委
員
長
が
意
思
統
一
を
行
い
、
「
政
治
の
中
心
で
あ
る

東
京
に
お
い
て
利
用
者
・通
行
人
と
乗
務
員
に
賃
金
・労
働
条
件
の
改
善
を
訴

え
て
行
く
こ
と
が
、
東
京
地
連
に
所
属
す
る
組
織
の
役
割
で
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
内
容
を
読
ん
で
、
質
問
に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
配
布
を

御
願
い
し
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

●
乗
務
員
に
向
け
た
ビ
ラ
の
配
布
枚
数
５
０
枚
。

●
利
用
者
向
け
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
個
数

１
，
２
０
０
個
。

４
、
教
宣
活
動
に
つ
い
て

①
機
関
紙
「躍
進
」
の
発
刊
に
つ
い
て
は
、
「
情

勢
・基
本
方
針
」
「大
会
報
告
」「
中
央
委
員
会

報
告
」
「団
体
交
渉
報
告
」等
を
、
で
き
る
だ
け

速
報
で
発
刊
し
、
情
報
の
共
有
化
に
よ
っ
て
組

織
強
化
を
目
指
し
ま
す
。
毎
月
１
回
以
上
の
発

刊
を
行
い
ま
す
。

②
機
関
紙
「Ｕ
―
リ
ン
ク
」は
、
「
共
済
組
合
の

報
告
」
「安
全
衛
生
委
員
会
の
報
告
」
「日
常
業

務
で
必
要
な
情
報
」等
を
掲
載
し
、
毎
月
１
回

以
上
の
発
刊
を
行
い
ま
す
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
最
新
の
情
報
を
提
供
す

る
よ
う
に
更
新
し
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
接
続
が
で
き
る
の
で
、
最
新

情
報
に
更
新
し
ま
す
。

④
毎
日
の
「メ
ー
ル
リ
ン
ク
」に
よ
る
営
業
情
報

の
発
信
は
、
仕
事
の
武
器
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
内
容
を
吟
味
し
て
発
信
し
ま
す
。
適
宜

に
組
合
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
」
も
発
信
し
ま
す
。

５
，
法
対
活
動
に
つ
い
て

法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
全
自
交
東
京
地
連

が
契
約
し
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
に
相
談
で

き
ま
す
。

６
，
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
へ
の
取
り
組
み

①
労
働
組
合
は
経
営
と
協
力
し
て
、
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
「安
全
・
安
心
」を
実
現
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故
・
違
反
を
防
止
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
を
下
げ
、
利
益
を
上

げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

②
現
在
の
様
に
多
発
し
て
い
る
事
故
・
違
反
を

減
少
さ
せ
る
に
は
、
乗
務
員
個
々
人
の
自
覚
を

促
す
活
動
を
、
組
織
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
多
様
な
方
法
で
「
安
全
」の
組
織
化
を
図
り

ま
す
。

７
，
文
体
活
動
に
つ
い
て

各
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
、
全
自
交
東
京
地

連
の
文
体
活
動
へ
の
参
加
と
、
日
交
労
の
文

体
行
事
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

【秋
の
労
使
協
議
会
の
要
求
項
目
に
つ
い
て
】

１
、
「首
都
高
速
帰
路
料
金
会
社
負
担
」
に
つ
い
て
見

直
し
を
以
下
の
よ
う
に
行
う
事
。

①
「首
都
高
速
帰
路
料
金
会
社
負
担
」
に
つ
い
て
は
、

最
大
９
３
０
円
ま
で
を
会
社
負
担
と
す
る
事
。

②
圏
央
道
の
高
速
帰
路
は
会
社
負
担
と
す
る
事
。

２
、
１
２
月
か
ら
３
月
の
期
間
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
を
４
輪
装
着
す
る
事
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
の
安
全
な
保

管
場
所
を
確
保
す
る
事
。

３
、
制
服
の
支
給
基
準
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る

事
。

入
社
時
に
は
、
２
セ
ッ
ト(

上
着
、
ズ
ボ
ン
、
Ｙ
シ
ャ
ツ
、

ネ
ク
タ
イ)

の
制
服
を
支
給
す
る
。
以
後
は
、
隔
年
毎

に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
の
制
服
を
支
給
す
る
事
。

４
、
駐
車
棟
の
証
明
設
備
の
更
新
計
画
、
駐
車
棟
、
事

務
所
棟
の
諸
設
備
の
保
守･

更
新
計
画
の
明
示
。

５
、
「２
０
１
５
年
度
出
番
表
」を
１
２
月
中
に
準
備
す

る
事
。

６
、
年
始
に
は
、
例
年
通
り
「三
笠
山
」
を
支
給
す
る

事
。

【質
疑
応
答
】

●

高
速
道
路
の
「谷
津
船
橋
」が
未
だ
に
会
社
負
担
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

(

執
行
部)

シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、
再
度
日
交
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
に
申
し
入
れ
ま

す
。

●

駐
車
場
の
壊
れ
て
い
る
蛍
光
灯
を
早
く
直
し
て
欲

し
い
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

(

執
行
部)

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
全
部
変

え
る
こ
と
は
莫
大
な
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
当
面

は
、
壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
直
す
よ
う
に
経
営
側
に

申
し
入
れ
ま
す
。

全員で、目的をしっかり確認してから行動しています。 「
全
自
交
東
京
地
連
主
催
」
の
宣
伝
行
動
（
新
宿
駅
）

２
０
１
４
年
９
月
１
１
日
（木
）Ａ
Ｍ
８
：３
０
～

『タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
で
の
清
掃
活
動
』や
『ド
ア

サ
ー
ビ
ス
』『ラ
ゲ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
』を
行
い
、

利
用
者
へ
タ
ク
シ
ー
の
『良
さ
』を
訴
え
か
け

て
い
ま
す
。

●

ナ
ビ
の
デ
ー
タ
を
更
新
し
て
欲
し
い
。

(

執
行
部)

Ｉ
Ｐ
無
線
に
な
る
た
め
、
今
は
そ
れ
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
今
す
ぐ
更
新
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

●

お
風
呂
場
の
蛇
口
や
、
タ
イ
ル
が
壊
れ
て
い
る
の

で
、
直
し
て
欲
し
い
。

(

執
行
部)

今
壊
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
部
品
を

発
注
し
て
い
る
の
で
、
直
る
ま
で
も
う
少
し
お
待
ち

下
さ
い
。

●

外
国
人
の
お
客
様
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
英
会
話

の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

(

執
行
部)

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
講
の
費
用
は
会
社
負
担
で
す
。

●

六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
レ
ジ
デ
ン
ス
Ｂ
Ｃ
棟
に
呼
ば
れ
た

際
、
８
時
ま
で
は
迎
車
料
金
を
頂
け
な
い
の
で
回
送
で

向
か
っ
て
下
さ
い
と
係
の
人
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

(

執
行
部)

事
実
を
確
認
し
、
改
善
を
申
し
入
れ
ま

す
。

●

無
線
配
車
で
呼
ば
れ
る
距
離
に
つ
い
て
、
基
準
は

な
い
の
で
す
か
？
遠
く
ま
で
呼
ば
れ
て
も
キ
ャ
ン
セ
ル

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

(

執
行
部)

距
離
の
基
準
は
確
認
し
ま
す
。
し
か
し
、
今

現
在
も
無
線
を
取
ら
な
い
乗
務
員
が
い
ま
す
。
良
い

無
線
も
あ
れ
ば
、
効
率
の
悪
い
無
線
も
あ
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
も
私
達
は
お
客
様
の
ご
要

望
に
お
応
え
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
適
正
な
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
、
減
車
を
進
め
る
為
に
ど
の

よ
う
な
エ
リ
ア
に
い
て
も
確
実
に
無
線
を
取
る
姿
勢

が
必
要
で
す
。
無
線
が
鳴
っ
た
ら
必
ず
応
じ
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

●

障
害
者
割
引
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
を
切
り
替
え
て

か
ら
日
報
の
表
示
が
変
わ
り
、
営
収
に
反
映
さ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
に
戻
し
て
欲
し
い
で

す
。

(

執
行
部)

一
度
変
え
た
シ
ス
テ
ム
を
戻
す
こ
と
は
難

し
い
で
す
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
障
害
者
割
引
の
金
額

は
手
入
力
で
営
収
に
加
算
し
て
い
ま
す
。
明
確
な
金

額
を
知
り
た
い
方
は
、
職
員
に
聞
い
て
下
さ
い
。


